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年
ひ
さ
し
く
む
つ
み
来
り
ぬ
元
日
の

　
　
　
よ
ご
と

今
朝
　
寿
詞
申
す
わ
が
占
妻
に

牧
水

東
郷
幼
稚
園
で
餅
つ
き

　
1
2
月
8
日
（
金
）
、
東
郷
幼
稚
園
で
一
二

世
代
心
れ
あ
い
餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
餅
つ
き
大
会
は
、
家
庭
で
杵
に
よ

る
餅
つ
き
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と

や
、
餅
が
ど
の
よ
う
に
し
て
で
き
る
か
を

園
児
に
知
っ
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
た
も

の
で
、
薗
児
2
2
名
の
ほ
か
、
園
児
の
保
護

者
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
園
児
は
、
餅
を
杵
で
つ
い
た
り
、
丸
め

た
り
し
な
が
ら
、
大
き
な
歓
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。

　
，
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　　　　　　　　　　幽鞭8こ“り

　
今
年
は
小
学
校
最
後
の
学
年

す
。
勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ

サ
ッ
カ
ー
を
し
て
い
る
の
で
優
勝

る
こ
と
、
画
せ
ん
ぽ
い
と
し
て
下

生
の
め
ん
ど
う
を
見
な
が
ら
、
み

な
と
仲
よ
く
す
ご
し
た
い
で
す
。

、噸　ゴr

甲斐一成
　小野田

ん回すはで平成元年8月7日生

　
今
年
は
最
上
級
生
と
い
う
自
覚
を

持
ち
、
下
級
生
を
引
っ
張
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
れ
と
、
係
の
仕
事
や
、
委
員
会
活

動
を
が
ん
ば
り
、
日
本
一
の
寺
迫
小

学
校
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
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2
1
世
紀
の
幕
開
け
の
年
が
年
女
と

い
う
こ
と
で
、
ど
ん
な
時
に
も
初
心

を
忘
れ
ず
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
心
が
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
今
年
も
新
し
い
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
家
族
が
健
康
に
気
を

配
っ
て
く
れ
る
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
元
気
で
田
や
山
の
手
罷
れ

を
し
て
、
の
ん
び
り
暮
ら
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

殉
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黒木愛香
　　寺迫
平成元年8月1日生

　
2
0
0
1
年
は
年
男
で
す
の
で
、
趣
味
で
始
め

た
木
彫
に
意
欲
を
も
や
し
、
人
と
の
出
会
い
も
大

切
に
し
て
、
出
来
る
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

．
コ
「
＝
二
、
甲
馴

　
平
成
2
年
山
林
作
業
中
に
事
故
で
車
椅
子
の

生
活
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
足
で
動
き
廻
っ
て

い
た
頃
を
思
い
出
し
て
な
り
ま
せ
ん
。
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甲斐行雄
　　鶴野内’

昭和16年1月2日生
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瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭

　
2
0
0
1
年
、
新
し
い
年
を
迎
え
、

今
年
も
仕
事
に
育
児
に
家
事
に
と
ま

す
ま
す
忙
し
く
な
る
だ
ろ
う
毎
日

に
、
少
し
で
も
心
に
ゆ
と
り
を
持
ち
、

新
た
な
発
見
が
で
き
る
よ
う
家
族
と

共
に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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今
年
は
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
て
、
仕
事

や
、
家
族
の
健
康
に
気
を
配
り
な
が
ら
、

一
日
一
日
を
だ
い
じ
に
過
ご
せ
た
ら
い

い
な
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
時
間
が
と
れ
た
ら
主
人
の
母

と
旅
行
に
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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2
1
世
紀
の
記
念
す
べ
き
初
頭
を
飾
る
2
0
0
1
年
は
「
巳
」
年

で
す
。

　
「
巳
」
に
は
、
奮
起
す
る
と
い
う
意
昧
が
あ
り
、
発
展
向
上
を
表

し
ま
す
。
ま
た
、
足
も
羽
も
な
い
の
に
動
作
が
素
早
い
の
で
、
神
秘

的
な
物
と
し
て
尊
ば
れ
、
財
産
を
守
る
金
運
招
福
を
も
た
ら
す
と
の

伝
え
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
ん
な
縁
起
の
よ
い
「
巳
」
年
生
れ
の
方
々
に
、
今
年
の
抱
負
を

語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
激
動
の
二
十
世
紀
も
終
末
を
告
げ
、
迎
え

た
二
十
】
世
紀
の
初
頭
が
十
二
支
の
巳
年
に

当
り
、
日
頃
は
病
気
が
ち
の
私
に
も
、
年
女
と

し
て
生
き
る
喜
び
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
へ
び
の

よ
う
に
冷
た
い
年
で
は
な
く
、
明
る
い
社
会
の

巳
年
で
あ
っ
て
欲
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
で
2
度
目
の
年
男
に
な
り
ま
す
。
不

景
気
の
世
の
中
は
続
い
て
お
り
ま
す
が
、
時
代

は
2
0
世
紀
か
ら
2
1
世
紀
に
な
り
、
ま
た
新
た

な
気
持
ち
で
1
ロ
ー
日
を
大
切
に
過
ご
し
、

高
齢
化
社
会
に
於
い
て
は
、
少
し
で
も
高
齢

者
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山床久一
　　下渡川
昭和4年4月5日生
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声
平田ツルエ

　　司馬
昭和4年3月15日生

井伊健友
　坪谷

　
二
十
一
世
紀
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。

世
の
中
の
流
れ
に
流
さ
れ
な
い
よ
う

に
、
踏
ん
張
っ
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
ま

た
、
趣
味
も
思
う
存
分
楽
し
み
た
い

で
す
。

＆
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谷　口　博
　　田　野
昭和40年5月24日生

　
二
十
一
世
紀
最
初
の
年
に
年
男
と
し
て

四
回
目
を
迎
え
、
気
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

す
。
今
年
の
目
標
と
し
て
、
人
生
の
後
半
を

有
意
義
に
過
ご
す
た
め
「
自
分
に
厳
し
く
人

に
優
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
心
身
を
磨
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

覧

寺原幸人
　　羽　坂
昭和28年11月1日生

　
今
年
は
年
女
、
2
0
0
1
年
ま

ず
健
康
に
気
を
つ
け
て
、
田
畑
の

仕
事
や
野
菜
作
り
な
ど
し
な
が

ら
、
主
人
と
共
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
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三浦シゲ子
　　仲　深
昭和4年3月20日生

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係㊥3900まで〉

2001年 新春を迎えて

町長小林理教

　　　　　　　鰯比うこ”り②
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　輝かしい21世紀の新春を迎え、町民の皆様には謹んでお慶びを申し．ヒげま

す。

　また、日頃から町政の推進にっきましては、ご理解とご協力をいただき、厚

くお礼を申し上げます。

　昨年を振り返ってみますと、国においてはバブル崩壊後の経済を再生させる

ためのIT革命に代表される経済対策や、地方分権推進などの行政システム

の再構築、あるいは、農林業などの産業政策見直しに取り組むなど、新しい社

会経済システムへの改革が進められてきた年でありました。

　本町におきましては、交流研修施設「さくら館」やショッピングセンター「いっ

き」のオープンをもって道の駅「とうこう」の整備が終わり、異業種七っの施設

が相互に協調連携し、新しい商業地として好調なスタートをしたところであります。

　更に、虚威の河川改修事業も、床上浸水対策緊急事業等の採択を受けて

着工の運びとなりましたことは、議会や住民の皆様と一緒に推進した結果であ

り、ありがたく思っております。

　その他、環境保全型農業の推進や農地基盤整備事業、ふるさと林道越直下渡川線整備、町営住宅の整備、耳

川広域森林組合本所事務所の誘致、50回記念牧水祭・福島泰樹短歌絶叫コンサート、道の駅グラウンドオープン

記念産業文化祭など町政も着実に進展してまいりました。

　今後の町づくり構想としましては、総合長期計画の目標であります「21世紀にはばたく牧水のふるさとづくり」を基

本として、耳川河川改修事業の推進や、環境保全型農業の推進による東郷ブランドの確立、道の駅の各施設を有

効に活用しながら産業の振興等を図ってまいりたいと考えております。

　また、4月1日には日向東臼杵南部広域連合が設立される運びとなり、関係市町村と連携しながら、より質の高

い行政サービスの実施に向けて努力してまいりたいと考えております。

　最後になりましたが、この21世紀の幕開けという記念すべき年が、町民の皆様にとりまして幸多き年でありますよう

心からご祈念申し上げ、新年のごあいさっといたします。

　町民の皆様明けましておめでとうございます。

　皆様方には、心を新たにして新年をお迎えのことと存じます。

　平成13年の年頭にあたり議会を代表して謹んでごあいさつ申し上げます。

　皆様方には日頃から議会に対してご理解とご協力を賜り厚くお礼申し

上げます。

　私は議長就任以来、議会の円滑な運営と町政の進展を第一義として、誠心

誠意努力してまいりました。お陰をもちまして大過なく越年が出来ました。これ

も一重に皆様方のご支援ご協力の賜と感謝の意を表する次第であります。

　顧みますと、昨年は国内外を問わずまさに激動の年でありました。とりわけ国

内においては、景気の回復は目に見えて来ないようであります。また本町を取

り巻く情勢は、長期化する経済不況の中で農林業を始め、その他の産業にお

いても危機的な様相が続いており、町民の生活は圧迫を受けております。その

中で、過疎化・少子化・高齢化が進んでおります。

　一方人生80年時代を迎え、わが町の社会福祉を取り巻く環境は今後ますま
町議会灘寺原国義

す多様化することと思います。その解決策を図ることは我々に課せられた責務であります。町民を代表する議会人と

いたしまして、きびしい財政状況が存在する中で、国、県にその対策を強く働きかけると共に、執行機関と相協調

して財政の許す限り行政効果をあげるため施策を一丸となって進めていくべき年であろうと思います。

　今後とも更に町民の代表として、議決機関の機能を最大限発揮しっっ皆様のご期待に添うよう努めてまいります。

　21世紀の第一歩を踏み出しました私どもにとって、平和と希望に満ちた繁栄の時代となることを願うも

のであります。

　平成13年が皆様にとって幸せな年であることをご祈念申し上げて、新年のごあいさっといたします。

★時報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　　　　　　　　⑤覗塾うごり

　
現
在
は
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
飼
育
を
中
心
に
水

稲
、
ハ
ウ
ス
み
か
ん
と

の
複
合
経
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
昭
和
四
十
年
頃
か
ら

み
か
ん
の
栽
培
を
始

め
、
最
盛
時
に
は
三
五

〇
ア
ー
ル
の
経
営
を

行
っ
て
い
ま
し
た
。
昭

和
五
十
一
年
に
鶏
舎
三

棟
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営

を
始
め
、
そ
の
後
昭
和

五
十
七
年
に
三
棟
増
朝

し
ま
し
た
。
現
在
の
経

遷
雌
噸

¶
兇
謙
臥
、

轡
、
『
、
一
二
．
、
：

　
繰

罫
「

，
鰻
達
照

　
橋
口
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
年
頃
か

ら
農
業
構
造
改
善
事
業
等
で
、
三
五

　
＝
一
○
ア
ー
ル
の
み
か
ん
の
植

鵬　
　
　
栽
を
行
な
い
、
規
模
拡
大

　
　
　
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
昭

　
　
　
和
五
十
一
年
に
は
鶏
舎
を

コ
㌔
胞
　
皿

三
棟
新
築
し
、
ブ
ロ
イ

ラ
ー
と
み
か
ん
の
経
営
で

あ
っ
た
。
昭
和
五
十
三
年

に
襲
っ
た
大
寒
波
で
、
幼

木
園
の
二
五
〇
ア
ー
ル
が

枯
死
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和

五
十
七
年
置
鶏
舎
三
棟
を

置
旧
し
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育

の
規
模
拡
大
す
る
一
方
で

築一まなル事昭屓支

農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
専
任
職
員
の
一
声
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今
月
は
寺
迫

話
し
を
伺
い
ま

（
）
現
況
と
今
後

　
の
経
営

営
規
模
は
、
鶏
舎
六
棟
、
水
稲
一
一
〇

ア
ー
ル
、
ハ
ウ
ス
み
か
ん
＝
ニ
ア
ー

ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
経
営
技
術
に
つ
い
て
は
自
己
研
鑛

と
会
社
か
ら
の
指
導
等
に
よ
り
習
得

し
、
鶏
舎
内
の
設
備
に
つ
い
て
も
、
換

気
扇
・
細
霧
装
置
・
ニ
ッ
プ
ル
等
を

導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
育
成
率
の

向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
安
定
し
た
農
業
経
営
を

目
指
し
て
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

　　しの

規た橋
口
征
郎
さ
ん
に
お

O

み
か
ん
園
を
縮
小
し
、
平
成
十
】
年

か
ら
ハ
ウ
ス
み
か
ん
十
三
ア
ー
ル
と

ブ
ロ
イ
ラ
ー
六
棟
で
二
三
四
千
羽
を

奥
さ
ん
と
二
人
で
営
ん
で
い
ま
す
。

ハ
ウ
ス
み
か
ん
は
始
め
た
年
は
良

か
っ
た
が
、
今
年
は
少
し
落
ち
こ
ん

だ
と
の
こ
と
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育
は

始
め
た
頃
と
比
べ
て
、
ヒ
ナ
の
生
長

が
早
く
、
ヒ
ナ
の
改
良
も
進
ん
で
い

る
の
で
、
そ
れ
に
あ
っ
た
飼
育
が
必

要
で
あ
る
と
話
さ
れ
る
顔
に
は
、
や

は
り
経
験
か
ら
生
ま
れ
る
技
術
が
あ

る
と
思
い
ま
し
た
。

　
ト
リ
の
飼
育
は
、
前
半
は
病
気
等

の
予
防
で
薬
品
も
使
用
す
る
が
、
後

半
は
薬
な
ど
の
使
用
を
減
ら
し
、
無

薬
品
ト
リ
と
し
て
飼
育
を
行
っ
て
お

り
、
安
全
・
安
心
な
ト
リ
を
出
荷
に

心
掛
け
て
い
る
と
話
さ
れ
て
い
ま

す
。　

現
在
の
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経
営
は
、
外

国
か
ら
の
輸
入
品
の
攻
勢
や
鶏
糞
処

理
問
題
な
ど
厳
し
い
現
況
と
の
こ

と
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育
は
一
種
の
事

業
で
あ
り
、
や
り
方
次
第
で
は
安
定

し
た
経
営
が
で
き
る
し
、
や
り
が
い

も
あ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
夢
は
出
荷
の
成
績
を
よ
り
向
上
さ

せ
る
こ
と
。
ま
た
、
奥
さ
ん
と
二
人
で

十
棟
飼
育
を
目
標
に
が
ん
ば
り
た
い

と
の
こ
と
で
す
。
二
人
力
を
合
わ
せ

目
標
を
念
ず
れ
ば
、
望
み
は
必
ず
叶

う
と
思
い
な
が
ら
鶏
舎
を
後
に
し
ま

し
た
。

畜
産
だ
よ
り

ノ

　
1
1
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町
か
ら

の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最
高
額
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
（
非
売
を
除
く
）

東
臼
杵
セ
リ
市
（
1
1
月
期
）
5
1
頭

　
雌
平
均
3
4
7
、
3
5
6
円

　
去
勢
平
均
　
4
4
7
、
6
9
4
円

　
合
計
平
均
　
3
9
4
、
5
7
4
円

　
最
高
額
［
雌
の
部
］

　
　
皆
瀬
　
松
葉
洋
子
　
く
み
よ
号

　
　
血
統
　
安
平
・
糸
秀
・
上
高

　
　
　
3
4
6
日
令
3
2
1
㎏

　
　
　
　
　
　
5
4
1
、
8
0
0
円

［
去
勢
の
部
］

　
　
仲
深
　
那
須
哲
男
　
春
安
号

　
　
血
統
　
安
平
・
糸
引
・
紋
次
郎

　
　
　
2
7
9
日
令
　
3
3
7
㎏

　
　
　
　
　
　
5
6
1
、
7
5
0
円

児
湯
郡
セ
リ
市
（
1
1
月
期
）
1
3
頭

　
雌
平
均
3
1
2
、
0
6
0
円

　
去
勢
平
均
　
4
1
9
、
8
6
9
円

　
合
計
平
均
　
3
7
8
、
4
0
4
円

　
最
高
額
［
雌
の
部
］

　
　
庭
田
　
黒
木
慶
喜

　
　
　
　
　
　
　
し
も
よ
し
2
0
号

　
　
血
統
　
福
桜
・
糸
秀
・
高
庭

　
　
　
3
0
9
日
令
　
2
8
0
㎏

　
　
　
　
　
3
6
6
、
4
5
0
円

［
去
勢
の
部
］

　
　
山
ノ
ロ
　
黒
木
千
年
　
年
磯
陰

　
　
血
統
　
福
桜
・
糸
秀
・
糸
弘
2

　
　
　
2
8
7
日
令
2
7
4
㎏

　
　
　
　
　
4
7
2
、
5
0
0
円

八
十
の
手
習
い
に
夢
を
持
ち
つ
づ
け

歌
詠
む
吾
に
孫
ら
優
し
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

年
毎
に
可
愛
ゆ
き
孫
ら
増
え
て
ゆ
く

吾
を
羨
し
み
て
妹
の
言
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
森
　
　
秀

蕨
手
の
花
鋏
ひ
と
つ
手
に
な
じ
み

色
鮮
鮮
し
き
ス
ト
レ
チ
ア
勢
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
原
八
重
子

こ
の
日
の
た
め
に
習
ひ
し
な
ら
む
娘
の
踊
り

所
作
美
し
く
御
捻
も
飛
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
浦
園
男

山
々
に
い
つ
し
か
鉄
塔
の
並
び
建
ち

峡
の
自
然
も
様
変
わ
り
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

五
キ
ロ
痩
せ
細
身
と
な
り
し
妻
な
れ
ど

介
助
の
日
々
の
易
き
に
あ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

十
五
ア
ー
ル
の
人
参
畑
に
身
を
沈
め

間
引
く
秋
の
日
の
傾
く
早
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

初
に
聞
く
城
山
の
鐘
六
つ
鳴
る
を

高
き
病
棟
の
窓
辺
に
聞
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

官
僚
の
妬
み
に
も
似
て
名
刺
折
り
し

し
が
ら
み
の
中
の
仕
草
の
可
笑
し
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

文
化
祭
に
耳
川
沿
ひ
の
四
阿
に

夫
と
揃
ひ
て
薄
茶
い
た
だ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

病
棟
の
窓
を
広
が
る
秋
空
に

高
く
舞
ふ
鳶
を
吾
は
見
飽
か
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

童
ら
と
ひ
と
と
き
な
れ
ど
影
法
師
を

踏
み
て
遊
び
ぬ
歳
を
忘
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

野
菊
咲
く
秋
吉
台
の
細
き
道

風
に
吹
か
れ
て
行
く
二
人
あ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

藍
綬
褒
章
の
受
賞
決
ま
り
し
妻
に
届
く

額
縁
の
カ
タ
ロ
グ
は
十
冊
越
え
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

短
歌

尾
鈴
短
歌
会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r鞍どうごう④囑

　　平成13年1月1日から

　　国民健：康保険と老人保健の一部が改正されます
　増えっづける国民医療費に対して、国民健康保険制度の安定的な運営と、良質な医療を守るため、医療保険制度

の改正が行われました。

　今回の改正では、所得のある方に応分の負担をお願いするとともに、高額の医療費がかかったときの自己負担限

度額のみ直し、海外療養費制度の新設などが行われました。

　また、老人保健では、定率負担性をとっている若年層とのバランスを考慮して、原則1割負担とされました。

改正項目　改正前　　　　　　　 改　正　後
高
額
療
養
費

自己負担限度額
1ヶ月　63，600円

・市町村民税非課税の

世帯に属する方等は
35，400円

自己負担　1日760円

＊市町村民税非課税の
世帯に属する方等は
650円

→

○一般の方…一…………………・…………・……………63，800円＋（医療費一318，000円）xO．01

0上位所得者（基礎控除後の所得が670万円超）の方

………・・………・一…………・…・・…………・……・…… P21，800円＋（医療費一609，000円）×0．01

0市町村民税非課税の世帯に属する方等………・………・・………………35，400円（従来どおり）

《1年間に4回以上対象となる場合、4回目から》
○一般の方・……………一・・一……………・…一……一…曾……・・……・37，200円（従来どおり）
○上位所得者の方70，800円

○市町村民税非課税の世帯に属する方等一………・……・………………24，600円（従来どおり）
☆特定疾病に認定されている方の自己負担限度額は従来どおり　………………10，000円です。

入
院
時

の
食
費

海外で

の受診

住
所
地
特
例

→

1日780円

市町村民非課税の世帯に属する方等の負担額は、従来どおり、1日につき、650円（91日

目以降500円）です。

⊂＝董⊃→繍平手臨端手騰騰灘朧難白保
特別養護老人ホーム等の
施設に入所した方は、入
所前の市町村の国民健康
保健の被保険者

→
長期入院一般についても入院前の住所地市町村の国民健康保健の被保険者となります。

改正項目　改正前　　　　　　　 改　正　後

外
来
の
と
ぎ

一部負担金
　1日530円

　（月4回まで）

一部負担金
　1日1，200円

（1＞市町村民税非課税の世

　帯に属する方等
　1ヶ月35，400円まで

（2×1）で老齢福祉年金を受

　給している方
　1日500円

→

医療費の1割　ただし、同一の医療機関での負担額が1ヶ月に

①

②

医療機関で院外処方箋を
交付されなかった方は、

医療機関で院外処方箋を
交付された方は、

→

→

医療機関で3，000円（大病院（ベッド数が200床以上ある病

院）で受診された方は5，000円）

医療機関で1，500円、薬局で1，500円（大病院（ベッド数が

200床以上ある病院）で受診された方はそれぞれ2，500円）

入
院
の
と
き

→

訪
悶
看
護
を

．
受
け
た
と
き

食事負担　1日760円
☆市町村民税非課税の齢→
　に属する方等…650円

基本利用料

　1日250円 →

に達したときは、その後は自己負担はありません。

★　定額制の診療所での負担額は1日につき800円となり、1か月に5日以上通院した場合は、そ

の月の5日目以降の通院は自己負担はありません。

医療費の1割
　ただし、同一の医療機関での負担額が1か月に37，200円に達したときは、その後は自己負担は
ありません。

　また、次の①及び②の場合には、負担額が1か月にそれぞれ以下の額に達したときは、その後
は自己負担はありません。
①市町村民税非課税の世帯に属する方等　24，600円

②市町村民税非課税の世帯に属する方で、老齢福祉年金を受給している方　15，000円

☆特定疾病の認定を受けている方の医療機関の窓口でのご負担は、これまでと変わりません。

1日760円

※①市町村民税非課税世帯に属する方等、②市町村民税非課税世帯に属する方等で老齢福祉年
金を受給している方の負担額は、従来どおり、それぞれ1日につき650円（91日目以降500円）、
300円です。

老人保健の訪問看護に要する費用の1割
　ただし、同一の訪問看護ステーションでの基本利用が1ヶ月に3，000円に達したときは、その
後は基本利用料の負担はありません。
★定額制の訪問看護ステーションの場合の基本利用料は1日につき600円となり、1か月に6日

以上訪問看護を受けた場合は、その月の6日目以降の訪問看護については基本利用料の負担は
ありません。

老入高額医療費支給

制度（薪規紀創設）

1か旦に30，000円以上の一部負担金を支払った老人が同一世帯に複数いるときなどは、合算して37，200円を超える額が
払い戻されます。

※市町村民税非課税世帯に属する方等の場合は、21，000円以上の一部負担金を合算して24，600円を超える額が払い戻されます。

※なお、高齢者の薬剤一部負担は廃止されました。

　　　　　★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
対
策
は
万
全
で
す
か
？

　
近
年
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
き
っ

か
け
で
、
乳
幼
児
が
脳
炎
、
脳
症
を
起

こ
し
た
結
果
、
年
間
で
1
0
0
～
2

0
0
人
が
亡
く
な
っ
て
い
る
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
肺
炎
を
併

発
し
や
す
い
高
齢
者
を
含
め
る
と
、

毎
年
数
千
人
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

犠
牲
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
】
般
的
に
、
「
か
ぜ
」
と
よ
ば
れ
て

い
る
も
の
は
、
大
部
分
が
ウ
イ
ル
ス

感
染
に
よ
る
呼
吸
器
へ
の
急
性
の
炎

症
を
起
こ
す
病
気
の
こ
と
で
、
「
普
通

感
冒
」
と
「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
に
大

別
さ
れ
ま
す
。

　
か
ぜ
の
主
な
症
状
は
、
く
し
ゃ
み
、

鼻
み
ず
、
鼻
づ
ま
り
、
の
ど
の
痛
み
、

せ
き
、
た
ん
な
ど
の
呼
吸
器
の
症
状

で
す
。
こ
れ
に
全
身
の
症
状
と
し
て
、

発
熱
、
倦
怠
感
、
食
欲
不
振
、
頭
痛
な

ど
が
あ
り
、
腹
痛
や
下
痢
な
ど
の
消

化
器
の
症
状
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま

す
。

　
か
ぜ
の
原
因
の
8
0
～
9
0
％
は
ウ
イ

ル
ス
感
染
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
の
種
類

や
感
染
し
た
場
所
に
よ
っ
て
症
状
も

違
っ
て
き
ま
す
。
比
較
的
に
症
状
の

軽
い
か
ぜ
（
普
通
感
冒
）
に
対
し
、
全

身
に
症
状
が
及
ぶ
の
が
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
特
徴
で
す
。

高
熱
や
関
節
痛
を
伴
う
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
、
と
き
に
は
死

に
至
る
こ
と
も

　
か
ぜ
（
普
通
感
冒
）
で
は
、
特
に
鼻

腔
が
冒
さ
れ
、
鼻
み
ず
、
鼻
づ
ま
り
が

よ
く
起
こ
り
ま
す
が
、
の
ど
の
痛
み

や
せ
き
は
そ
れ
ほ
ど
強
く
な
く
、
熱

も
た
い
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の
症
状
の
う

え
に
、
急
激
な
発
熱
や
高
熱
、
結
膜
充

血
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
、
腰
痛
、

全
身
の
だ
る
さ
と
い
っ
た
全
身
症
状

が
出
る
の
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
、
特
に
注
意

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
乳
幼
児

や
高
齢
者
で
す
。
乳
幼
児
や
高
齢
者

は
、
体
力
や
抵
抗
力
が
弱
く
、
乳
幼
児

は
脳
炎
や
脳
症
を
、
高
齢
者
は
肺
炎

な
ど
を
起
こ
し
、
処
置
が
遅
れ
る
と

死
に
至
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

か
ぜ
の
予
防
は

　
毎
日
の
心
が
け
が
一
番

　
ふ
つ
う
、
人
は
1
年
に
平
均
6
回

か
ぜ
を
ひ
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
完
全
に
予
防
す
る
こ
と
は
む
ず
か

し
い
で
す
が
、
か
か
り
に
く
く
す
る

生
活
習
慣
を
日
頃
か
ら
身
に
つ
け
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。
ま
た
、
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
で
、
症
状
を
お
さ

え
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

000

口口

．
U
ら

’
（　

c
）

郵醗乾燥しないように
乾燥した冷たい空気は、呼吸器の粘膜

の機能を弱め、ウィルスに感染しやす

い状態にします。

1

十分な栄養と休養を

感染に対する抵航力を落とさないために、
バランスのとれた栄養と十分な睡眠に心が

けましよっ。

を

る

の
ト

ぜ
附
つ
⇔

か

予
5
ポ

、
◎

（
，

　
し
。

（藤蒙
ありまず。　　　　　κ

移
湿

4　　　　人ごみを避ける

　　　　多くの人が集まるところほど、かぜ

　　　　のウィルスが蔓延していまず。

一　卜一一．

堕し、

　　　外出後は必ず手洗いと5
　　　うがいをする
　　　手や呼吸器に1寸罰したウィルスは

　　　早めに荒い流しましょう。

璽8020”この人仲
深
区三

浦

、　　’

コ

　
「
8
0
2
0
運
動
を
ご
存
知
で
す
か
。
」

　
歯
の
健
康
を
守
り
、
自
分
の
歯
で
モ
ノ
を
食
べ
ら
れ
る

こ
と
は
、
高
齢
期
を
曲
豆
か
に
過
ご
す
た
め
の
重
要
な
要
素

に
な
り
ま
す
。
8
0
歳
で
残
っ
て
い
る
歯
が
平
均
5
本
と
い

わ
れ
る
中
、
1
9
8
9
年
か
ら
厚
生
省
は
「
8
0
歳
で
2
0
本

の
歯
を
残
そ
う
」
と
い
う
目
標
を
設
定
し
様
々
な
推
進
活

動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
東
郷
町
に
は
8
0
歳
で
2
0
本
以
上
の
歯
を
持
つ
方
が
、
5

名
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
ム
フ
回
紹
介
す
る
仲
深
区
の
一
二
浦

淳
さ
ん
も
そ
の
お
一
人
で
す
。

古
子
さ
ん
（
8
4
歳
）

、
、
’残

存
歯
2
4
本

　
静
か
な
山
あ
い
に
奥
さ
ん
（
ハ
ツ

．
子
さ
ん
）
と
二
人
で
暮
ら
す
淳
さ
ん

は
、
4
0
年
間
交
通
無
事
故
無
違
反
で
、

趣
味
が
読
書
（
愛
読
書
は
医
学
書
）
と

．
略
せ
つ
き
と
い
う
知
的
で
元
気
な
お

．
じ
い
さ
ん
で
す
。

　
特
技
と
い
う
の
が
こ
れ
ま
た
す
ご

　
い
。
「
ロ
シ
ア
語
通
訳
」
と
い
う
で
は

署
か
・
東
京
オ
・
ン
ピ
ッ
ク
で
は

～
通
訳
で
登
録
し
て
い
た
と
か
。
終
戦

｝
ま
で
南
満
州
鉄
道
で
1
0
年
以
上
勤
務

｛
・
れ
た
叢
が
あ
・
そ
の
と
き
習
得

　
さ
れ
た
そ
う
で
す
。
職
歴
を
聞
い
て

ooO卿

み
る
と
ナ
ン
ト
「
役
場
」
に
勤
務
さ
れ
。

て
い
た
そ
う
で
、
そ
れ
も
現
役
の
頃

は
現
在
の
町
三
役
を
従
え
お
仕
事
さ

れ
た
大
先
輩
と
は
。
こ
れ
ま
た
び
っ

く
り
1
1
…
現
在
も
数
々
の
お
役
を
お
D

持
ち
の
お
忙
し
い
毎
日
の
よ
う
で

す
。
奥
さ
ん
に
言
わ
せ
る
と
、
ち
っ
と
．

も
じ
っ
と
し
て
い
な
い
と
か
。
だ
か
．

ら
元
気
な
ん
で
す
ね
。

　
と
こ
ろ
で
、
歯
の
健
康
法
を
聞
い

て
み
る
と
、

①
に
間
食
し
な
い
。

②
に
甘
い
物
は
食
べ
な
い
。

③
に
歯
科
専
門
の
歯
問
歯
ブ
ラ
シ
で
。

　
　
日
み
が
く
こ
と
。
　
　
　
　
　
　

毎
　
　
　
　
　
　
ロ

　
こ
れ
が
、
大
切
な
の
だ
そ
う
で
す
。
～

「
や
っ
ぱ
り
基
本
は
そ
こ
な
の
ね
」
｝

・
憲
．
わ
た
し
も
が
ん
ば
る
ぞ
⊥

　
結
婚
6
0
周
年
を
迎
え
た
微
笑
ま
し
　

い
お
・
人
に
、
い
つ
・
で
・
か
わ
あ

ず
健
康
で
7
0
周
年
、
8
0
周
置
を
迎
え
　

て
ほ
し
い
と
願
い
つ
つ
帰
る
の
で
し
　

た
．
　
　
　
　
　
｛

　
　
　
　
　
　
　
　
（
担
当
斧
二

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉

糖尿病教室のお知らせ
．近年、食べ過ぎや運動不足などの悪い生活習慣

が、糖尿病患者の増加に拍車をかけています。宮

崎県内でも40歳以上の10人に1人は糖尿病の疑い

があると発表され、大きな問題となっています。

　そこで今回は、糖尿病とはどのような病気なの

か、またその治療法である薬物療法、運動療法、

食事療法について、医師、保健婦、栄養士による

講話を中心に「糖尿病教室」を開催します。

　まずは、糖尿病とはいったいどのような病気な

のか知ることが大切です。ぜひ参加してください。

○日　時平成13年1月24日（水）

　　　　　　午後1時半～4時

○場　　所　やすらぎ館

○持参するもの　筆記用具、味噌汁（少量）

○申し込み　平成13年1月23日（火）までに東郷病

　　　　　　院（岱69－2013）へ申し込ん

　　　　　　でください。

1月の行事予定表

・
《
置ご馬

う
…

㌧
亀
」咀旦磯

地区巡回健康相談
日 曜日 会　　　　場 受付時間

坪　　谷　公　民　館 9：00～9：30
11 木

市谷川崎集会所 11：00～11：30

15 月 や　す　　ら　ぎ　館 9：00～10：00

金
瀬　平　組　合　長　宅 9：00～9：30

19

多武ノ木組合二二 10：30～11：00

小野田地区多目的集会施設 9：00～9：30
22 月

大　谷　集　会　所 11：00～11：30

仲　深　公　民　館 9：00～9：30

30 火 野　々　崎　集　会　所 11：00～11：30

赤井笠営農研修センター 13：30～14：30

水 福瀬下村公民館 9：00～9：30
31

鳥　川　公　民　館 11：00～11：30

リハビ　り　教室
10　水　シルバーセンター　10：30～10：40

赤ちゃん健康相談
17　水　や　す　ら　ぎ　館　　9：30～10：00

予　　防　　接　　種
病　院　名 予防接種名 接　種　日

ツベルクリン
16

B　　C　　G
18町立病院

i受付時間）

P3：15～13：45

三　種　混　合 11．17．24

麻　　　　　疹 25

風　　　　　疹 30

ツベルクリン 9
三　股　病　院

i受付時間）

P4：00～16：00

B　　C　　G
11

その他（ポリオ以外） 毎週火曜日

・
ψ
・
幸
幸
壱
÷
壱
善
菅
尋
条
管
粂
寺
菅
条
幽
・

轍
2
ポ
歪
ト
委
烹

ゐ
・
幸
幸
幸
寺
壱
壱
甚
壱
壱
寺
黒
蓋
条
善
や

楽
し
く
お
酒
と
つ
き
あ
い
ま
し
ょ
う

　
お
酒
を
飲
む
と
ア
ル
コ
ー
ル
は
、

胃
や
小
腸
で
吸
収
さ
れ
て
血
液
に
溶

け
込
み
、
肝
臓
へ
運
ば
れ
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
大
部
分
は
、
肝
細
胞
に
あ
る

酵
素
に
よ
っ
て
、
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ

ド
に
分
解
さ
れ
ま
す
。

　
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
は
悪
酔
い
や

二
日
酔
い
の
原
因
と
な
る
有
害
物
質

で
す
。
吐
き
気
、
頭
痛
な
ど
は
、
こ
の

ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
の
も
つ
、
毒
性

作
用
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
の
処
理
能
力
は
、
】

般
に
体
重
6
0
～
7
0
㎏
の
人
で
1
時
間

に
純
ア
ル
コ
ー
ル
9
～
1
2
認
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ビ
ー
ル
大
瓶
1
本
、
あ
る

い
は
日
本
酒
1
合
の
ア
ル
コ
ー
ル
処

理
に
は
約
三
時
間
か
か
る
計
算
に
な

り
ま
す
。

　
お
酒
も
飲
み
す
ぎ
れ
ば
そ
れ
だ
け

長
く
体
内
に
ア
ル
コ
ー
ル
が
残
り
ま

す
。
ま
た
、
イ
ッ
キ
飲
み
な
ど
無
茶

飲
み
を
す
る
と
、
血
中
ア
ル
コ
ー
ル

濃
度
が
急
上
昇
し
、
急
性
ア
ル
コ
ー

ル
中
毒
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
飲
む
機
会
の
多
く
な
る
時
期
で

す
。
無
茶
飲
み
を
せ
ず
、
適
量
を
ゆ

っ
く
り
飲
み
、
せ
め
て
週
2
日
は
飲

ま
ず
に
肝
臓
を
休
ま
せ
る
「
休
漁
日
」

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

「
土
田
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
」

土
田
孝
男
先
生
の

　
　
　
歯
科
講
座
③

「
あ
ご
が
な
る
1
第
三
の

　
歯
科
疾
患
に
つ
い
て
」

　
顎
関
節
症
の
治
療
法
と
し
て
は
、

こ
れ
と
い
っ
た
決
め
手
は
あ
り
ま
せ

ん
。
色
々
な
治
療
を
施
し
て
か
ら
経
過

を
観
察
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
ず
こ
の
病
気
に
は
歯
ぎ
し
り
、

頬
づ
え
、
う
つ
ぶ
せ
寝
と
い
っ
た
悪

習
慣
が
関
係
し
て
い
る
の
で
、
そ
ん

な
悪
習
慣
が
な
い
か
を
認
識
し
、
あ

れ
ば
そ
れ
を
な
く
す
よ
う
に
心
掛
け

て
く
だ
さ
い
。

　
心
理
的
治
療
は
時
に
は
神
経
科

（
医
）
等
の
協
力
が
必
要
で
す
。
理
学

療
法
で
は
超
音
波
や
電
気
刺
激
を
加

え
る
方
法
が
あ
り
ま
す
が
、
筋
肉
や

顎
の
運
動
を
よ
く
す
る
た
め
の
「
あ

ご
の
体
操
」
は
有
効
な
よ
う
で
す
。

　
薬
物
療
法
は
、
関
節
に
痛
み
が
あ

る
時
に
は
消
炎
鎮
痛
剤
、
筋
肉
に
異

常
緊
張
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
時
に
は

筋
弛
緩
剤
を
投
与
し
ま
す
。

　
ス
プ
リ
ン
ト
療
法
は
、
マ
ウ
ス

ピ
ー
ス
の
よ
う
な
装
置
を
作
り
、
経

過
観
察
し
な
が
ら
調
整
を
繰
り
返
し

ま
す
。

　
噛
み
合
わ
せ
治
療
は
、
顎
を
前
後

左
右
に
ず
ら
す
時
、
ス
ム
ー
ズ
な
顎

の
運
動
を
妨
げ
て
い
る
歯
、
金
冠
、
入

れ
歯
等
の
調
整
を
し
ま
す
。
外
科
的

療
法
は
開
業
医
で
は
難
し
く
、
宮
崎

医
科
大
学
口
腔
外
科
で
手
術
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
顎
関
節
症
は
、
長
い
間
の
悪
い
噛

み
合
わ
せ
や
ス
ト
レ
ス
が
原
因
で
す

の
で
、
治
療
に
も
時
間
が
か
か
り
ま

す
。
気
を
楽
に
持
っ
て
あ
せ
ら
ず
治

療
を
受
け
る
よ
う
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　
最
後
に
口
の
中
に
入
れ
歯
や
金
冠

等
を
入
れ
た
時
、
噛
み
合
わ
せ
が

し
つ
く
り
こ
な
い
場
合
に
は
に
は
、

申
し
出
て
調
整
し
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。
こ
の
こ
と
が
顎
関
節
症
の
予

防
に
つ
な
が
る
こ
と
を
覚
え
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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まちのアルバム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玩

越
表
区
産
業
文
化
祭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
1
月
2
6
日
（
日
）
、
越
表
区
恒
例
の
産
業
文
化
　
　
融

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
祭
が
、
越
表
分
校
跡
地
の
体
育
館
で
開
催
さ
れ
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
体
育
館
内
に
は
、
農
林
産
品
、
農
産
加
工
品
、
　
⑤
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
手
芸
・
工
芸
品
、
凹
凹
児
童
の
学
芸
作
品
等
甜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
農
林
産
品
・
農
産
加
工
品
展
で
は
、
町
農
業
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
専
任
職
員
や
J
A

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
向
東
郷
支
店
の
職
員
が
審
査
を
行
い
、
そ
れ
　
認

一
塩
護
豊
国
瀞
徹
蝉
　

£
も
も
亀
も
象
》
亀
亀
竃
竃
る
亀
亀
霊
亀
亀
～
隻
ζ
覧
も
亀
も
る
も
写
る
辱
窪
窪
も
奪
審
銭
亀
・
隻
語
き
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

　　

R
地
区
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
　
　
　
　
　
　
。
．

　
　
　
　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
　
　
～
・

　　
@　
@　
W

者
圃
縣
ユ

　吊

2
醒　　

㎝

　
1
1
月
2
8
日
（
火
）
、
3
地
区
（
日
向
市
・
門
川

町
・
東
郷
町
）
対
抗
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
、

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
3
地
区
か
ら
、
4
2
チ
ー
ム
（
町
内

13

`
ー
ム
）
が
参
加
、
4
つ
の
パ
ー
ト
に
分
か

れ
て
リ
ン
ク
リ
ー
グ
で
順
位
を
競
い
ま
し
た
。

　
強
い
北
風
の
吹
く
冷
た
い
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ン
の
中
で
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
選
手
た

ち
は
そ
ん
な
．
寒
さ
を
感
じ
さ
せ
な
い
集
中
し

た
プ
レ
ー
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　
競
技
の
結
果
、
本
町
チ
ー
ム
で
は
、
A
パ
ー

ト
で
迫
野
内
A
チ
ー
ム
が
優
勝
、
C
パ
ー
ト
で

坪
谷
B
チ
ー
ム
が
準
優
勝
で
し
た
。

9⑤◎一◎◎・一失認㏄静⑤◎犯認認㊦3認㊦◎∂◎

消
防
初
任
団
員
訓
練
を
開
催

少
年
剣
道
大
会

　
1
2
月
3
日
（
日
）
、
中
央
公
民
館
体
育
館
に
お

い
て
、
東
郷
町
消
防
団
初
任
団
員
訓
練
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
各
部
の
部
長
と
入
団
3
年
未

満
の
団
員
が
参
加
し
て
行
わ
れ
、
日
向
消
防
署

員
3
名
を
講
師
に
、
基
本
動
作
等
の
訓
練
や
通

常
点
検
、
小
隊
訓
練
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
団
員
は
、
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
火

災
の
シ
ー
ズ
ン
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
真
剣
な

表
情
で
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
東
郷
町
消
防
団
で
は
、
1
2
月
か
ら
2

月
に
か
け
て
夜
警
を
行
い
、
防
火
の
た
め
の
啓

発
等
を
行
い
ま
す
。

＼
塁
、
、
影
、
亀
」
、
亀
＼
、
亀
、
覧
、
、
亀
、
、
亀
、
影
な
×
Ψ
＼
蟷
＼
・
G
⑥
、
港
＼
き
き

　
1
2
月
1
0
日
（
日
）
、
中
央
公
民
館
に
お
い
て
第

26

�
結
ｽ
町
少
年
剣
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
大
会
に
は
、
本
町
の
他
、
日
向
市
、
門
川
町
、

南
郷
村
、
諸
塚
村
、
椎
葉
村
か
ら
小
・
中
学
生

1
8
0
人
が
参
加
し
、
学
年
別
の
個
人
戦
と
団

体
戦
で
順
位
を
競
い
ま
し
た
。

　
試
合
で
は
、
数
秒
で
試
合
が
終
わ
っ
た
り
、
延

長
を
繰
り
返
す
熱
戦
な
ど
も
見
ら
れ
、
応
援
団

か
ら
も
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
試
合
後
に
は
稽
古
会
も
行
わ
れ
、
選
手
た
ち

は
試
合
の
疲
れ
も
見
せ
ず
に
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせくださいく総務課情報管財係㊥3900まで〉
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・
《
ダご8鞘■⑨

昔
の
遊
び
道
具
を
作
製

　
東
郷
小
学
校
で
は
、
1
1
月
2
1
日
（
火
）
、
昔
の
遊
び
の
道
具

作
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
授
業
は
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
道
旦
ハ
を
作
る
こ
と
に
よ

り
、
す
ば
ら
し
い
日
本
文
化
を
学
ん
で
欲
し
い
と
開
催
さ
れ

た
も
の
で
、
校
区
内
の
高
齢
者
を
講
師
に
招
き
、
4
～
6
年
生

が
5
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
わ
か
れ
、
高
齢
者
の
指
導
の
元
、
折
り

紙
、
お
じ
や
み
、
水
鉄
砲
、
竹
と
ん
ぼ
、
竹
馬
を
作
り
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、
高
齢
者
の
巧
み
な
技
に
感
心
し
て
い
た
よ
う
で

す
。

寺
迫
少
女
バ
レ
ー
が
県
大
会
出
場

　
1
1
月
2
6
日
（
日
）
、
県
体
育
館
で
行
わ
れ
た
ほ
っ
か
ほ
っ
か

亭
杯
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
県
大
会
に
寺
口
少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
少

年
団
が
出
場
し
た
。

　
寺
迫
少
女
バ
レ
ー
チ
ー
ム
は
、
日
向
市
予
選
で
優
勝
し
、

県
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。
　
県
大
会
で
は
、
無
難
に

予
選
を
突
破
し
ま
し
た
が
、
準
々
決
勝
で
優
勝
し
た
青
空
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
（
清
武
町
）
に
惜
敗
し
ま
し
た
。

　
チ
ー
ム
関
係
者
は
、
少
年
団
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ

か
ら
の
生
活
に
生
か
し
て
欲
し
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

・…一…
i7
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牧水ロードレース大会

　　参加者募集

　第21回牧水ロードレース大会が、2月狢日（日）

牧水公園周辺で開催されます。昨年から一部（5

km・10㎞）コースを変更するなど、参加者により親

しみやすいロードレース大会となりました。つき

ましては、下記の要項に基づき参加者を募集して

いますので、奮ってご参加ください。

◇宣言タイム走（親子の部・個人の部）2㎞

◇小学生3・4・5・6年生の部（男・女）2㎞

◇中学生男子の部5㎞

◇中学生女子の部3km

◇高校・一般女子の部3㎞、5㎞

◇高校・一般男子の部5㎞、10km

　牧水ロードレース大会の申込書は、教育委員会

においてありますので、直接窓口に取りに来られ

るか、電話でご請求いただけば申込書を郵送しま
す。

　詳しくは、教育委員会（69－3909）までお

問い合わせください。

越
表
小
学
校
が
共
同
募
金
に
寄
付

　
1
2
月
1
1
日
（
月
）
、
越
表
小
学
校
の
児
童
3
名
が
役
場
を
訪

れ
、
宮
崎
県
共
同
募
金
東
郷
町
分
区
長
で
あ
る
小
林
町
長
に

対
し
て
、
金
一
封
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　
こ
の
お
金
は
、
越
表
区
の
産
業
文
化
祭
に
お
い
て
、
自
分
た

ち
で
育
て
た
さ
つ
ま
い
も
や
、
落
花
生
、
花
の
苗
な
ど
を
セ
リ

等
で
販
売
し
た
益
金
の
他
、
校
内
の
1
円
玉
募
金
等
で
集
め

た
お
金
と
の
こ
と
で
、
社
会
福
祉
の
た
め
に
役
立
て
て
欲
し

い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新春の乱頭を飾る

　東郷町消防出初め式

日時＝平成13年1月5日㈹

　　　　　午前7時50分中央整列

場所　東郷町総合グラウンド

　　　　※雨天決行

　当日は、各部の消防団が通常点検を受け、日頃の

訓練の成果を披露するとともに、役場下河川敷で

一斉放水を行います。式典では永年勤続者の表彰

や一般功労者への感謝状の贈呈、退職団員への感

謝状贈呈などが行われます。

　また、点検の休憩時間には山陰保育園の園児に

よる幼年消防隊の太鼓も披露され、式典に花を添

えることになっています。

　みなさん、消防団員の雄志をぜひ見に来てくだ

さい。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせくださいく総務課情報管財係⑲3900まで〉



　　1蹴’う　　　　　　　　　　　　駅

鑑1：張無難妙……凱
　　≡　今年がみなさんにとって良い1年でありますように。

　　：雑なものなど色々なダンスの種類があり、簡単には答えられない質問かもしれません。

　　≡　今回は、ダンスについてお話したいと思います。

轟
翌
く

彦

■　巳　1　■　願　星　嘩　●　5　■　レ

　　さて、ダンスというのは何ですか？。世界には、フォークダンスのようなシンプルなものや日本舞踊、バレーなど複≡

　　ダンスというのは、中国舞踊やクツブダンス、ジャズダンスなどのように特別で複雑なステツブを習わなければなら≡

：ないというものだけではありません。うまく踊ろうとダンスを難しく考えがちですが、みなさんが嬉しいときに笑った≡

：り、悲しいときに泣いたりするように、体を使って自分の感情を表現することができる（最高のD言語だと思います。＝

≡　ダンスは、私にとって国際交流をするのにとても役立ちます。なぜかというと、ほかのことを言葉が通じなくても学≡

≡ぶことができるからです。例えば、昨年の産業文化祭では子供と一緒に様々な国のダンスを踊りました。子供達はフラ≡

≡ンス、スウェーデン、イギリス、スペインの言葉や国のことを知らなくてもそれぞれの国のダンスを上手に踊ることが≡

≡できました。勉強をしなければならないという嫌なプレッシャーなしで他国のことが学べるというのは、ダンス以外に≡

＝は考えられません。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝
1　また、他にもダンスにはおもしろいことがあります。それは、イギリスのフォークダンスや日本の盆踊りなどの簡単≡

≡なステップの踊りで、グループで踊る踊りは似ているということです。イギリスと日本は遠く離れた国にもかかわらず≡

≡似ているというのは、とてもおもしろいことだと思います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡

＝　「イギリスのフォークダンスを踊りましょう1」というと、みんなとても緊張するかもしれませんが、盆踊りが踊れ＝

：る人はみんな必ず踊れます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝

，．覇5，■．．■00・69■■■8薩・・．■■■■■馬●■．■一■．■■・膠1●・．8．．■6■■■．．冒■8巳・6・■■■■■．・・1唖■巳■■．・■1．●■．1●■■．■■■5麿■■■■■．■■■■■●■・■■■●■■．■・・r

年
ひ
さ
し
く
む
つ
み
来
り
ぬ
元
日

の
今
朝

よ
ご
と

寿
詞
申
す
わ
が
手
妻
に

　
塩
月
眞
著
「
牧
水
の
風
景
」
に
「
昭

　
　
　
　
　
り
ょ
う
あ
ん

和
2
年
元
旦
。
諒
闇
の
た
め
年
賀
客

の
往
来
が
な
く
静
か
な
と
い
う
よ
り

寂
し
い
元
日
に
な
っ
た
。
た
寸
、
未
明

に
起
き
て
歌
1
4
首
を
作
っ
た
」
と
あ

り
ま
す
。
こ
の
歌
は
、
そ
の
中
の
1
首

で
第
1
5
歌
集
『
黒
松
』
に
収
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
大
正
1
5
年
（
昭
和
元
年
）
牧
水
は
総

合
文
芸
誌
「
詩
歌
時
代
」
を
発
刊
し
ま

し
た
が
購
読
が
伸
び
ず
、
発
刊
を
重

ね
る
た
び
に
赤
字
が
累
積
さ
れ
て
い

都
　
甲
　
欣
　
一

き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
続
刊
が
出
来

ず
、
第
6
号
を
も
っ
て
廃
刊
と
し
ま

し
た
。
多
額
の
借
財
返
済
の
た
め
に
、

牧
水
は
妻
と
北
海
道
に
揮
毫
行
脚
に

出
か
け
ま
し
た
。
9
月
2
2
日
か
ら
7
7

日
間
の
長
旅
で
あ
っ
た
が
、
借
財
を
埋
め

る
に
は
程
遠
い
収
入
の
よ
う
で
し
た
。

　
こ
の
年
、
牧
水
は
千
本
松
原
の
伐

採
反
対
に
も
立
ち
あ
が
り
、
新
聞
に

千
本
松
原
を
守
る
文
章
を
書
い
た
り

「
千
本
松
原
伐
採
反
対
市
民
大
会
」

で
演
説
す
る
な
ど
、
千
本
松
原
を
愛

し
、
伐
採
を
中
止
さ
せ
ま
し
た
。

　
大
正
1
5
年
は
牧
水
に
と
っ
て
は
苦

悩
の
一
年
間
で
あ
っ
た
と
思
い
ま

す
。
新
年
を
迎
え
て
も
借
金
返
済
の

こ
と
が
頭
か
ら
消
え
る
暇
も
な
く
、

し
か
も
心
身
の
疲
れ
切
っ
た
状
態
で

の
正
月
で
、
年
賀
客
の
い
な
い
寂
し

い
元
日
の
様
が
伺
え
る
よ
う
で
す
。

　
そ
う
い
っ
た
状
況
下
に
あ
っ
て
、

妻
に
新
年
の
お
祝
い
を
言
う
牧
水
の

姿
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
で
す
。

表
紙
へ
牧
水
の
う
た
の
解
説

宮崎県最低賃金及び産業別最低
賃金が改正されました

　県内事業所で働く全ての労働者に適用される宮崎

県最低賃金と、特定産業で働く労働者に適用される産

業別最低賃金が次のとおり改正されました。

業　　種
最　低
ﾀ金額

時間額
引上げ額

i日額）
効力発生日

宮崎県最低賃金
@（地域別）

4，795 600 39 平成12年10月1日

肉製品・乳製品

ｻ　造　業
5，028 629 35 平成12年12月25日

電気機械器具

ｻ　造　業
5，226 654 47 平成12年12月28日

産
業
別
最
低
賃
金

各種商品
ｬ　売　業

5，111 639 44 平成12年12月30日

自動車（新車）

ｬ　売　業
5，337 668 43 平成12年12月5日

1、最低賃金は、臨時、パート、アルバイトなどを含

　　めた全ての労働者に適用されます。

2、最低賃金の対象となる賃金には（1）賞与などの

　　臨時の賃金、（2）時間外労働などの割増賃金、

　　（3）精皆勤手当、通勤手当及び家族手当は含ま

　　れません。

◎問い合わせ先
　　宮崎労働局労働基準部賃金室

　　　　　　盈0985－38－8825
　　または、延岡労働基準監督署

　　　　　　盈0982－34－3331

最低賃金テレホンサービス
豊0982－23－481茎

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈総務課情報管財係⑳3900まで〉

戯姻一圃眞街橋舌題

海野仁美さんに
　　県知事賞

　第39回かんぽ作文コン幸

クールにおいて、海野仁美寺
さん（東郷小5年生）が宮崎

県知事賞を受賞しました。

　12月12日（火）、山陰郵便局垂

の尾崎局長代理が東郷小学‡

校を訪ね、海野さんに表彰‡

状を伝達しました。　　　幸
この作文コンクールは、‡

簡保資金が公共施設等の整‡

備に使われていることを子幸
供達にに理解してもらおう　‡

と毎年行われており、県内幸

からは3，083点の応募があ善

りました．　　　　　‡
　　　　　　　　　　　　　‡

卓
：
ヰ
：
幽
：
幽
と
中
＝
や
と
や
・
轟
・
・
曹
ふ
ζ
轟
》
畿
。
・
や
・
晶
・
轟

母
壱
紫
蘭
管
守
壱
壱
菅
壱
条
壱
壱
各
寺

蟻1

　　　　　　の鞭どうご’り姐

　躯　　冠
　ロ　　　ロ
．重：紐　二畠

☆★☆山陰保育園☆★☆

レ
楽
し
か
っ
た
お
遊
戯
会

夢

鶴野内　大工野の

田邊由希さん（轍）

父＝徳之さん

母：律子さん
C好きな食べ物は何ですか？

いちこ’、スイカ

○好きな遊びは何ですか？

ままこ’と

C大きくなったら何になりた

いですか？

　お花屋さん

◎轟轟

櫓　　’

r噸1、

▲ライオン

留

　田野　二野の

石田真紀さん（5歳）

父：照一さん

母：智子さん

C好きな食べ物は何

　ですか？

　ぶどう、メロン

○好きな遊びは何で

　すか？

砂あそび

C大きくなったら何にな

　りたいですか？

　ケーキ屋さん

東
郷
駐
在
所
　
　
押
川
末
由

坪
谷
駐
在
所
　
　
假
屋
　
仁

美
々
津
駐
在
所
　
渡
邊
一
史

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
成
1
3
年
の

輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
日
頃
か
ら
警
察
に
対
す
る

深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
今
年
が
町
民
の
皆
様

に
と
っ
て
輝
か
し
い
一
年
と
な
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

こ
昨
年
の
事
件
・
事
故

　
昨
年
の
東
郷
町
内
に
お
け
る
事
件

事
故
の
発
生
状
況
は
、
交
通
事
故
が

大
幅
に
増
加
し
、
そ
の
中
で
も
人
身

事
故
の
増
加
が
目
立
ち
、
死
亡
事
故

も
2
件
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断

が
大
き
な
事
故
に
つ
な
が
り
ま
す
。

運
転
者
は
勿
論
、
自
転
車
や
歩
行
者

も
決
し
て
油
断
す
る
こ
と
な
く
、
交

通
事
故
の
加
害
者
・
被
害
者
と
な
ら

な
い
よ
う
に
十
分
注
意
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
一
方
、
事
件
に
あ
っ
て
は
2
0
件
の

盗
難
事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
が
、

特
異
重
大
事
件
等
の
発
生
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

新
年
に
あ
た
っ
て

一
一
一

■

●

わ
が
街
の
安
全
安
心
1
1
0
番

　
1
1
月
1
0
日
（
水
）
は
1
1
0
番
の

日
で
す
一

◎
「
1
1
0
番
目
の
し
く
み

　
「
1
1
0
番
」
は
、
警
察
と
住
民
の

皆
さ
ん
を
結
ぶ
絆
と
し
て
事
件
・
事

故
の
解
決
に
大
き
く
役
立
っ
て
い
ま

す
。
県
内
の
「
1
1
0
番
」
は
す
べ
て

警
察
本
部
通
信
司
令
室
で
受
け
付

け
、
無
線
で
警
察
官
を
現
場
に
向
か

わ
せ
て
い
ま
す
。

◎
「
1
1
0
番
」
は
正
し
く
使
い
ま

し
よ
う

「
1
1
0
番
」
は
事
件
・
事
故
な
ど

急
を
要
す
る
場
合
に
使
い
ま
す
。
落

し
物
の
照
会
な
ど
、
緊
急
で
な
い
場

合
は
最
寄
り
の
警
察
署
へ
電
話
し
て

下
さ
い
。

◎
「
1
1
0
番
」
は
あ
わ
て
ず
に

事
件
・
事
故
を
見
た
り
聞
い
た
り
し

た
と
き
は
、
あ
わ
て
ず
に
ま
ず
「
何
が

あ
っ
た
か
」
お
話
下
さ
い
。
そ
の
あ
と

は
警
察
官
が
必
要
な
こ
と
を
お
尋
ね

し
ま
す
。

◎
携
帯
電
話
は
立
ち
止
ま
っ
て

　
携
帯
電
話
は
場
所
に
よ
っ
て
声
が

途
切
れ
、
聞
き
に
く
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
車
の
運
転
中
は
必
ず
停
車
し

て
「
1
1
0
番
」
し
て
下
さ
い
。

◎
緊
急
を
要
し
な
い
場
合

警
察
へ
の
要
望
相
談
等
は
「
＃
9
1

1
0
」
の
警
察
総
合
電
話
か
、
ま
た
は

警
察
署
、
交
番
、
駐
在
所
に
電
話
し
て

下
さ
い
。

★町報に関するご意見・ご感想をおきかせください〈総務課情報管財係⑲3900まで〉
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成

人

式

田らせ

＝メーショフ》》〉
▽
日
時
　
1
月
4
日
（
木
）
1
0
時
～
1
2
時

▽
場
所
　
さ
く
ら
館

▽
対
象
老
　
昭
和
5
5
年
4
月
2
日

～
甜
年
4
月
1
日
生
ま
れ
で
住
民
登

録
の
者
及
び
町
内
中
学
校
卒
業
者

（
美
々
津
中
学
校
含
む
）

牧
水
劣
レ
タ
大
会

▽
日
時
　
1
月
控
凪
．
（
日
）
9
時
～

▽
場
所
　
中
央
公
民
館

小
．
中
学
校
新
春
書
初
展

▽
日
時
　
1
月
一
日
（
土
）
～
2
8
口
（
日
）

▽
場
所
　
さ
く
ら
館

東
郷
橋
通
行
止

め
の
お
知
ら
せ

　　　　　　　　お知
く《くイ’フフオ，

｝0　が　にのつ止月白
。6詳’大っ若いめ2良貝
）しご変い行てと8拝舞
まく協こてとはな日事棉

講難鍵皇国

　
東
郷
橋
（
町
道
東
郷
橋
卸
児
線
）
の

　
　
　
　
　
　
　
1
月
9
日
～
2

月
2
8
日
ま
で
2
4
時
間
の
全
面
通
行

止
め
と
な
り
ま
す
。
バ
ス
の
運
行
に

つ
い
て
は
、
田
野
方
面
に
迂
回
し
て

の
運
行
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
歩
行
者

に
つ
い
て
は
通
行
可
能
で
す
。

　
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
建
設
課
（
6
9
1
3
9

0
6
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

保
育
園
児
募
集

　
平
成
1
3
年
度
の
保
育
園
児
を
次
の

と
お
り
募
集
し
ま
す
。

☆
鶴
野
内
保
育
園
・
坪
谷
保
育
園

○
定
　
　
員
　
各
3
5
名

○
入
園
資
格
　
満
3
歳
児
以
上
の
幼
児

○
申
し
込
み
　
申
込
書
を
や
す
ら
ぎ

館
内
保
健
福
祉
課
又
は
保
育
園
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い

○
受
付
期
間
　
平
成
1
3
年
1
月
1
5
日

～
1
月
2
6
日

☆
山
陰
保
育
園
・
高
松
保
育
園

0
定
　
　
員
　
6
0
名
（
山
陰
保
育
園
）

○
入
園
資
格
　
0
歳
児
か
ら
の
家
庭

で
保
育
に
か
け
る
乳
幼
児

○
申
し
込
み
　
申
込
書
を
や
す
ら
ぎ
館

内
保
健
福
祉
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

○
受
付
期
間
　
平
成
1
3
年
1
月
1
5
日

～
－
月
2
6
日

置
詳
し
く
は
保
健
福
祉
福
祉
係
（
歴

6
9
－
3
3
6
7
）
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い
。

幼
稚
園
児
募
集

　
東
郷
幼
稚
園
・
寺
迫
幼
稚
園
の
園

児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

0
入
園
資
格
　
町
内
に
居
住
す
る
満

3
歳
～
5
歳
の
幼
児

○
申
し
込
み
　
天
応
串
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
入
園
希
望
の
幼

稚
園
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間
　
平
成
1
3
年
1
月
9
日

～
1
月
3
1
日

ノ

※
詳
し
く
は
教
育
委
員
会
学
校
教
育

係
（
冠
6
9
－
3
9
0
9
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

年
　
金
　
相
　
談

▽
日
時
　
1
月
3
0
日
（
火
）
1
0
時
～
1
5
時

▽
場
所
　
寺
迫
連
絡
所

▽
対
象
地
区
　
寺
幸
区

　
ご
来
場
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
役

場
住
民
課
住
民
年
金
係
（
智
6
9
1
3

9
0
2
）
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

町
有
地
・
建
物
公
売

の
お
知
ら
せ

　
町
有
の
土
地
建
物
を
次
に
よ
り
公

売
し
ま
す
の
で
、
購
入
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
入
札
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
物
件

○
土
地

　
所
在
　
東
郷
町
大
字
坪
谷
字
石
原

　
　
　
　
1
0
番
1
（
牧
水
記
念
館
西

　
　
　
　
側
の
国
道
隣
接
地
）

　
地
目
宅
地

　
地
積
　
2
3
6
・
2
3
㎡
（
台
帳

　
　
　
　
地
積
）

○
建
物
　
建
築
年
次
不
詳

●
入
札
日
時
　
平
成
1
3
年
1
月
2
5
日

　
　
　
　
　
　
1
0
時
か
ら

●
入
札
場
所
　
中
央
公
民
館
笙
二
研
修
室

●
入
札
の
方
法
　
　
般
競
争
入
札

●
最
低
入
札
価
格
8
0
万
円

※
詳
し
く
は
、
総
務
課
情
報
管
財
係

（
暦
6
9
－
3
9
0
0
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

虚
礼
廃
止
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を

　
政
治
家
が
選
挙
区
内
で
行

う
次
の
行
為
等
は
公
職
選
挙

法
1
4
7
条
の
2
の
規
定
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
各
種
行
事
へ
の
金
品
の
寄
付

○
お
歳
暮
や
お
中
元
・
花
輪
・

　
祝
儀
等
（
親
族
を
除
く
）

○
年
賀
状
な
ど
の
あ
い
さ
つ

（
自
筆
の
答
礼
を
除
く
）

○
有
料
あ
い
さ
つ
広
告
等

　
　
　
東
郷
町
議
会
議
員
一
同

　
　
　
今
月
の
納
税

町
県
民
税
四
期

国
民
健
康
保
険
税
　
八
期

箸
鴛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
灯

　
忌
明
け
と
し
て
、
次
の
方
か
ら
町

社
会
福
祉
協
議
会
へ
社
会
福
祉
の
た

め
善
意
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厚
く

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
（
1
2
月
7
日
ま

で
に
受
付
し
た
分
）

◎
坪
谷
の
吉
田
太
さ
ん
か
ら
（
ア
ヤ

子
さ
ん
・
7
9
歳
逝
去
）

◎
福
瀬
の
直
野
利
夫
さ
ん
か
ら
（
シ

ゲ
さ
ん
・
9
2
歳
逝
去
）

般
　
寄
　
付

　
次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会

に
一
般
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
迫
野
内
の
黒
木
萬
さ
ん
・
佐
藤
キ

ヌ
子
さ
ん
よ
り
快
気
祝
と
し
て
。

　
東
郷
病
院
の
谷
川
先
生
よ
り
高
齢

者
福
祉
の
た
め
に
と
し
て
。

　
役
場
農
政
課
よ
り
産
業
文
化
祭
農

林
産
品
展
売
上
益
金
と
し
て
。

　
鶴
野
内
湯
実
行
委
員
会
よ
り
祭
益

金
と
し
て
。一

、
．
＝

●

（
1
1
月
届
出
分
）

物損事故 12件（105）

人身事故 1件（27）

直
野
シ
ゲ

吉
田
ア
ヤ
子

氏
名

結
婚
お
幸
芝

福
原
稚
ち
夏
か

黒
木
鰻
希
き

赤
皐
ん
の
氏
名

死　　者 0件（2）

死
亡
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す

（黒前

ﾘ川

�q

�ｺ

（松海

ｪ野

@靖

麹K

氏
名

出
お
尊
と
う

交
通
事
故
発
生
状
況
五
月
＄

重傷者 0件（2） 92

ﾎ

79

ﾎ
年
齢

誠
啓
一

寸
寸

軽傷者 1件（33）

（）内は年間累計
福
瀬

坪
谷

住
所

日
向
市

仲
深

日
向
市

小
野
田

住
所

小
野
田

寺
迫

住
所
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